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 6月15日（木）に今年度初めての赤ちゃんサロンを

開催しました。当日は4組の母子が参加し、交流や育

児についての相談を行いました。参加されたお母さん

方からは「参加してみてよかった。」「次回も楽しみ

にしています。」などの意見をいただけました。 

 今回ご都合がつかなかったご家庭も次回はぜひお

越しください。 
 

 次 回：8月17日（木）10：30～12：00 

  （音楽を取り入れた内容を予定しています） 

 場 所：飯田公民館 和室 

赤ちゃんサロン 

※子育て交流センター、母子保健推進委員、保健師の方々に協力していただいて開催しています。 

日 時：令和５年８月１８日（金） 

    10：00～12：00 
    ※８月は金曜日の開催になります 
 

場 所：飯田公民館 
 

参加費：200円 

   （高校生以下無料） 
 

内 容：そうめん流しを予定 
    ※変更になる場合もあります 

８月の飯田ふれあい夢食堂   

飯田ふれあい夢食堂実行委員会より 

前日８月１７日（木）は 

 飯田公民館で「寄合いカフェ」を開催します！  

             14：00～16：00 
 

同時に、野菜、乾物など食材の提供も受け付けます。

特にお米は大歓迎です！飯田公民館にふれあいコンテ

ナを置きますのでご協力お願いします。 

また、調理や運営のお手伝いをしていただける方も大

歓迎です！ 
 

（問い合わせ） 

 飯田ふれあい夢食堂実行委員会 

 九重町社会福祉協議会 ℡ 0973-76-2500 

 飯田の読み聞かせボランティアは発足し

て、すでに20数年経過しています。 

 いまも定期的に飯田小学校の児童に対し

て絵本の読み聞かせ活動を行っています。 

 また、今年度からは新たな取り組みとし

て、絵本の選び方や読み方などについての

学習会を開催しています。絵本に興味のあ

る方、子どもに対しての読み聞かせでお困

りの方なども参加可能です。興味のある方

は飯田公民館までお問い合わせください。 

読み聞かせ 

  ボランティアの 

     活動について 

児童への読み聞かせの様子 絵本の学習会の様子 



※※※※※※※※※※※※※※（ 飯田ふれあい交流センター ）※※※※※※※※※※※※※※ 
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４５０万部を超えるベストセラー『バカの壁』の著者 
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先生が九重にやってくる！（第１弾） 

 

    
来たる１０月３１日（火）午後７時より九重

文化センターで養老先生の講演会が開催され
ます。演題は『養老先生の子育て論』～自然と
のふれあいが子どもの脳とからだを育てる～
です。６月２７日（火）、その講演会を実施する
ため各種団体で構成される実行委員会が設立
されました。実行委員長に社会教育委員の川野
智美さん（九重ふるさと自然学校代表）を選出
し、準備を進めていくことになりました。 
 川野委員長は「講演会のターゲットはずばり
子育て世代、さらにそれを見守る親御さん世代
にも聞いていただきたい」と期待しています。 
  

飯田まち協もその構成団体の一つで、多くの
方が聴講されるようこの７月号からシリーズ
で養老先生をご紹介していきたいと思います。 
《養老孟司先生のプロフィール》 
1937 年 11 月 11 日鎌倉市生まれ。医学者、

解剖学者。東京大学名誉教授。医学博士。 
 身体と人間の諸活動との関係を考察し、人の
あらゆる営みは、脳の構造に由来するという
『唯脳論』を提唱。昆虫採集に経済・環境・教
育問題などを解くヒントが詰まっているとも。 
 
参考動画 YouTube チャンネル『【公式】養老孟司』
で数々の講演内容が紹介されています。 
 

 
令和５年 第２回 定例会「一般質問」を傍聴 ‼ 

 
 令和５年第２回定例会が６月９日（金）から
２２日（木）までの１４日間開催されました。 
 一般質問は、１２日と１３日に行われ、７人
の議員さんが質問されました。 
飯田地区まちづくり協議会では、１３日（火）

の一般質問を傍聴しました。 
 この活動は、町の課題や問題がいかに審議さ
れ、また政策がどのように決まるのかその過程
を知り、まちづくりについて一緒に考えるよう
と実施しています。次回の議会は、９月です。 
 ぜひ、皆さんと一緒に傍聴に行きましょう！ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
議場で傍聴する様子（R5.6.13） 

 
 

日本人が忘れかけている季節を表す言葉 その⑥ 和風月名（わふうげつめい） 
  
睦月・如月・弥生・卯月・皐月・水無月・文月・葉月・長月・神無月・霜月・師走 

 
７月７日は言わずと知れた七夕。「文月」の名

は、短冊に詩歌をしたため書（文）の上達を祈
る七夕行事に由来すると言われています。 
午前１時頃には天頂付近に主要な星が昇り、

天の川、牽牛星（けんぎゅうせい）、織女星（しょく

じょせい）が見頃になります。夏の夜空を見上げ、
彦星と織姫のロマンスに思いを馳せるのも粋
なものですね。そして、梅雨が明ければいよい
よ真夏です。暑中見舞いを書き、お世話になっ
た方への感謝の気持ちを送りましょう。 
暑中見舞いとは土用（７月２０日頃）から、

立秋（８月７日頃）までの「暑中」の時期に送 
 

 
る見舞い状のこと。二十四節気で最も暑い、お
およそ大暑の頃に当たり、相手の体調を気遣う
のが目的。立秋を過ぎてからは「残暑見舞い」
となります。 
七夕飾り。中国の乞攻奠（きっこうでん）という

ならわしに七夕の夜に短冊や歌を書いて裁縫
の上達を願ったのが由来とされています。江戸
時代になると、幕府が七夕を年中行事のひとつ
と定めました。そのため、武家の間で盛んに行
われ書道の上達を願い短冊に書いた和歌など
を笹竹に飾るようになったと言われています。 
飾りは、吹き流し、短冊、提灯、菱飾り等がある。 
  

令和５年 ７月 は、第７３回 社会を明るくする運動 月間 です。 
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